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第１章 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

 

（１）背景 

 

本市の学校施設は、昭和 54 年の千葉ニュータウンの街開きを契機として、ほぼ同時期に集中的に

整備が進められ、全公共施設延べ面積の 6割以上を有しています。このうち築 30 年以上の建築物の

占める割合は 7割以上となりました。平成 15 年からは昭和 56 年以前の建築物の耐震化に着手し、

補強が必要とされる建築物の補強工事をすると共に、老朽化対策工事を平成 27 年度（2015 年度）

まで行ってまいりました。 

近年では、平成 17 年から平成 22 年までに西白井地区での土地区画整理事業、笹塚地区における

ニュータウン事業と根地区や冨士地区の市街化調整区域の開発による短期的な特殊要因の影響を大

きく受けた学校の児童数が増加し、七次台小学校や白井第三小学校などの校舎を増築してきました

が、平成 26 年 3 月末に千葉ニュータウン事業が終了したこと、また、同年 4月から都市計画法に基

づく開発許可等を行う事務処理市に移行して市街化調整区域の開発を抑制したことを踏まえると、

今後は児童数が急増するような開発は行われないと考えられることから、単に教室校舎の増築では

なく図書室棟を増築のうえ既存校舎の図書室を普通教室に転用するなど、校内の教室配置を意識し

た整備を行うとともに必要最小限の増築に努めてまいりました。 

また、学区毎の住民の年齢構成をみると、地域ごとに差異が顕在化することが想定されるととも

に、前述のまちびらきに集中整備された学校教育系施設は、引き続き大規模改修や建替えに多額の

費用が必要になると考えられており、これらの適正な維持管理も他自治体と同様に課題となってい

ます。 

文部科学省の資料によると、学校施設の改築までの平均年数は、鉄筋コンクリート造の場合、お

おむね 42 年となっていますが、適切な維持管理がなされ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保され

る場合には 70～80 年程度、さらに、技術的にはそれ以上持たせるような長寿命化も可能とされてお

り、今後は長寿命化を図り、予防保全型の管理への転換、中長期的な維持管理等に係るトータルコ

ストの縮減及び予算の平準化を実現しつつ、安心安全を最優先のうえ、学校施設に求められる機能

を確保することが求められています。また、長寿命化の実施にあたっては、単に数十年前の建築時

の状態に戻すだけでなく、その機能や性能を現在の学校が求められている水準まで引き上げ、安全

で安心な施設環境の確保、教育環境の質的向上、地域コミュニティや防災の拠点施設形成を図りつ

つ、省エネルギー化、再生可能エネルギーの活用、木材の活用、バリアフリーなど現代の社会的要

請に応じた整備を行っていくことが求められています。 
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（２）目的 

「白井市学校施設の長寿命化計画（以下「本計画」という。）」は、長寿命化の対象となる施設を

中心として、予防保全型の管理への転換、中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減及び

予算の平準化を実現しつつ、安心安全を最優先のうえ、学校施設に求められる機能を確保すること

を目的として策定します。なお、本計画は白井市公共施設等総合管理計画（平成 29 年 3 月）に基づ

く個別施設計画に関連づけるとともに、文部科学省の学校施設環境改善交付金の交付を受けようと

する地方公共団体に提出を義務付けている施設整備計画は、本計画に基づき策定していきます。 

 

（３）計画期間 

 

令和 2年度～令和 41 年度（ 5 年ごとに見直し） 

 

白井市公共施設等総合管理計画では、平成 29 年度（2017 年）から令和 38 年度（2056 年）までの

40 年間を計画期間としていますが、本計画では令和 2年度（2020 年）から令和 41 年度（2059 年）ま

での 40 年間とします。ただし、期間内であっても将来の児童・生徒数の変化、社会経済状況の変化、

社会的要請に応じた整備、国の補助制度などの動向により、柔軟に計画を見直すこととします。 

 

 

 

（４）対象施設 

  

本市が保有する学校施設（小学校、中学校）を対象とします。  

 

学校教育系施設 

小学校 9 校 

中学校 5 校 

上記の学校教育系施設のうち、次の建物を対象とします。 

  ・校舎（渡り廊下、昇降口等の機能上不可分な小規模の建物を含む） 

  ・体育館（柔剣道場を含む） 

  ・プール付属棟 

・部室、倉庫 
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第 2 章 学校施設の目指すべき姿 

 

2-1.確かな学力と豊かな心と体を育む教育環境の整備 

 

基礎的・基本的な学力を身につけるきめ細やかな指導を行うため、担任、補助教員等による ICT

教育への対応や、特別支援教育など多様な学習に対応する施設整備を進めます。 

 

 

2-2.子どもが安全で安心して学べる施設の整備 

 

児童・生徒が安全で安心して有意義な学校生活が過ごせるように、防犯や施設の安全性に配慮し

た施設整備を図るとともに、障がいの有無を問わず多様な使用者を想定し、安全に施設を使用でき

るようバリアフリー化のほか多言語表記やユニバーサルデザインを取り入れることを目指します。 

また、地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、LED 照明や人感センサー付き照明、節

水型便器、直結給水方式の導入などを進めます。 

 

 

2-3.地域コミュニティや防災の拠点施設の整備 

 

各小学校区で福祉・子育て・防犯・防災などの様々な分野について、地域の特性に応じ、小学校区を単

位に市民が主体となり地域の課題解決や魅力の創出に取り組む「小学校区まちづくり協議会」の活動の拠点

や場として位置付け整備をします。 

また、児童の放課後の居場所、地域の生涯学習活動の場としての総合型地域スポーツクラブや様々

な世代が気軽に集まり交流できるサロンなど、地域コミュニティの中核施設としての学校施設の在り

方について検討し整備をします。さらに、地域の防災拠点、避難所としての役割を担う施設として整

備を進めます。 
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通常
学級

特別
⽀援

通常
学級

特別
⽀援

学童
保育

地区
社協

防災
倉庫

防災
井⼾

1 ⽩井第⼀⼩学校 市 ⽩井 5,293 S54 203 9 8 2 1 1 1

2 ⽩井第⼆⼩学校 市ほか ⽩井 3,774 S51 81 9 6 2 1 1 1

3 ⽩井第三⼩学校 市ほか ⼤⼭⼝ 6,312 S52 694 21 23 4 2 1 1

4 ⼤⼭⼝⼩学校 市 ⼤⼭⼝ 6,563 S51 613 12 20 3 2 1 1 1

5 清⽔⼝⼩学校 市 七次台 5,955 S51 356 15 12 3 1 1 1 1

6 南⼭⼩学校 市 南⼭ 6,855 S51 506 20 17 3 1 1 1 1

7 七次台⼩学校 市 七次台 5,764 S58 685 16 22 3 1 1 1

8 池の上⼩学校 市 南⼭ 6,870 H01 410 10 13 2 1 1 1 1

9 桜台⼩学校 市 桜台 6,794 H05 362 16 12 3 1 1 1

54,180 3,910 128 133 25 11 4 9 9

1 ⽩井中学校 市 ⽩井 6,922 S44 166 7 6 2 1

2 ⼤⼭⼝中学校 市 ⼤⼭⼝ 7,616 S51 726 15 21 3 1

3 南⼭中学校 市 南⼭ 8,060 S51 434 5 13 1 1

4 七次台中学校 市 七次台 7,436 S58 532 9 15 2 1

5 桜台中学校 市 桜台 6,791 H05 194 6 7 2 1

36,825 2,052 42 62 10 0 0 5 0

5,962 170 195 35 11 4 14 9

延べ⾯積
m2

（⾮⽊造）

建築
年度
（校舎）

児童⽣徒数（⼈） 複合・併設（棟） 防災施設（棟）

（令和元年5⽉1⽇現在）

学級数（学級）

⼩
学
校

⼩学校 計

中学校

中学校 計

⼩・中学校 合計 91,005
6,132 230

名称
⼟地
所有

中学
校区

 

第 3 章 学校施設の実態 

 

（１）学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

 

① 対象施設一覧 
  本市には小中併せて 14 校の学校施設があり、小学校全体の延べ面積は 54,180 ㎡、中学校全体は

36,825 ㎡、合わせて 91,005 ㎡の延べ面積となります。小学校の 1校当たりでは、3,774 ㎡～6,870

㎡、中学校の 1校当たりでは、6,791 ㎡～8,060 ㎡となっています。なお、土地所有については白井

第二小学校の校庭の一部 845.49 ㎡、白井第三小学校のプール用地 1,670.0 ㎡を借用しています。 

 小中学校の規模は、大部分は適正規模校（12～24 学級）となっていますが、小学校では大規模校

（25 学級以上）が 2 校、小規模校（11 学級以下）が 2 校となり、中学校では、小規模校（11 学級以

下）が 2校となっています。 

 また、全ての小学校に学童保育室や防災施設が併設されるなど、複合化が進んでいるといえます。  

表 3-1 対象施設一覧表 
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② 児童生徒数及び学級数の変化 

 

表 3-2 これまでの小中学校の児童生徒数及び将来推計（人） 

 これまでの推移 将来推計 

 1979 1984 1989 1994 1999 2004 2009 2014 2019 2023 2026 2029 

 昭 54 昭 59 平元 平 6 平 11 平 16 平 21 平 26 令元 令 5 令 8 令 11

 

小学校

児童数 

 

2,021 4,416 4,015 3,708 3,670 3,373 3,686 4,208 4,038 3,800 3,645 3,233

 

中学校

生徒数 

 

646 2,054 2,220 2,119 1,974 1,688 1,647 1,768 2,094 1,987 1,683 1,679

合計 2,667 6,470 6,235 5,827 5,644 5,061 5,333 5,976 6,132 5,787 5,328 4,912

 

表 3-3 これまでの小中学校の学級数及び将来推計（学級） 

 これまでの推移 将来推計 

 1979 1984 1989 1994 1999 2004 2009 2014 2019 2023 2026 2029 

 昭 54 昭 59 平元 平 6 平 11 平 16 平 21 平 26 令元 令 5 令 8 令 11 

小学校 70 126 123 126 126 118 137 162 158 122 117 113

中学校 17 51 58 62 58 56 57 64 72 57 51 49

合計 87 177 181 188 184 174 194 226 230 179 168 162
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 【小学校】 

  市立小学校の児童数は令和元年 5月 1日現在 4,038 人（158 学級）です。児童数のピークは 

昭和 59 年（4,416 人）で、現在はピーク時の約 91％、令和 11 年時点では約 73％となっています。 

 また、各校毎の児童数の推移や将来推計については、図 3-4、3-5 に示すとおり、平成 17 年から

平成 22 年までに西白井地区での土地区画整理事業、笹塚地区におけるニュータウン事業と根地区や

冨士地区の市街化調整区域の開発による短期的な特殊要因の影響を大きく受けた学校の児童数が増

加しましたが、平成 26 年 3 月末に千葉ニュータウン事業が終了したこと、また、4月から都市計画

法に基づく開発許可等を行う事務処理市に移行して市街化調整区域の開発を抑制したことを踏まえ

ると、今後は児童数が急増するような開発は行われないと考えられ、全体的には減少していく見込

みとなっています。 
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【中学校】 

市立中学校の児童数は令和元年 5月 1日現在 2,094 人（72 学級）です。生徒数のピークは 

平成元年（2,220 人）で、現在はピーク時の約 94％、令和 11 年時点では約 75％となっています。 

 また、各校毎の生徒数の推移や将来推計については、図 3-6、3-7 に示すとおり小学校と同様の傾向

となっています。 
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【中学校区】 

  市内全域の児童生徒数は、令和元年 5 月現在 6,132 人（230 学級）です。平成 17 年から平成 22

年までの各種開発の影響を受けた各中学校区では増加を続けていましたが、今後は児童生徒が急増

するような開発は行われないと考えられ、全体的に減少傾向となっています。 

また、桜台中学校区においては、平成 15 年（1,126 人）をピークに減少に転じ、現在ではピーク

時の約 51％、令和 11 年時点では約 40％となっています。 
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表 3-12 中学校区の内訳 

白井中学校区 白井第一小学校、白井第二小学校 白井中学校 

大山口中学校区 白井第三小学校、大山口小学校 大山口中学校 

南山中学校区 南山小学校、池の上小学校 南山中学校 

七次台中学校区 清水口小学校、七次台小学校 七次台中学校 

桜台中学校区 桜台小学校 桜台中学校 

 

 

③ 学校施設の配置状況 

表 3-13 学校施設配置図 

 

 

 

  

白井第一小学校 

桜台小学校 

桜台中学校 

白井第二小学校

白井中学校 

白井第三小学校
池の上小学校 

七次台小学校 

七次台中学校 

南山小学校 

南山中学校 

大山口小学校 

大山口中学校 

清水口小学校
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④ 施設関連経費の推移 

平成 26～30 年度の 5 年間の学校施設の施設関連経費は、約 3 億～23 億円で、5 年間の平均は約

9.0 億円/年となりました。このうち大幅に増加した施設整備費は、白井第一小学校外２校の校舎大

規模改造工事（耐震・老朽）を実施したことによります。一方、光熱水費については電気料金や電

話料金の契約見直しによる削減を行ってきましたが、今後は普通教室空調設備設置に伴い、増加が

見込まれます。 

表 3-14 平成 26～30 年度の 5 年間の学校施設の施設関連経費           （千円） 

 平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 
５年平均

施設整備費 

 
1,126,574 2,207,520 6,480 148,648 137,500 725,344

その他施設整備費 

 
28,417 22,323 45,761 42,046 34,401 34,590

維持修繕費 
12,084 11,714 11,339 11,623 10,365 11,425

光熱水費・委託費等 
141,562 125,711 122,269 118,972 122,853 126,273

施設関連経費合計 

 
1,308,637 2,367,268 185,849 321,289 305,119 897,632

 

◎平成 26～30 年度の 5 年間の学校施設の主な施設整備費 

平成 26 年度 白井第一小学校校舎改修工事（耐震・老朽） 

平成 27 年度 南山小・中学校校舎改修工事（耐震・老朽） 

平成 28 年度 池の上小学校外構西側階段スロープ新設及び階段手すり設置工事 

平成 29 年度 大山口中学校図書室増築・校舎一部改修工事 

七次台中学校プール水槽改修工事 

        桜台中学校テニスコート改修及び学童保育所撤去並びに駐車場整備工事 

   平成 30 年度 七次台小学校図書室増築・校舎一部改修工事 

          白井第二小学校学童保育所設置に伴う、校舎内部改修工事及び駐車場増設工事 

白井第三小学校プール水槽及びプールサイド改修工事 

◎平成 31 年度以降で実施が決定している施設整備事業 

  平成 31 年度 大山口中学校柔剣道場吊り天井耐震改修工事 

         白井中学校柔剣道場吊り天井耐震改修工事 

          七次台中学校学校トイレ改修工事 

           大山口小学校プール水槽及びプールサイド改修工事 

   令和 2年度  七次台中学校柔剣道場吊り天井耐震改修工事 

          池の上小学校学校トイレ改修工事 
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NO 系列分類名 グラフ配色

1 小学校 校舎

2 中学校 校舎

3 小学校 体育館

4 中学校 体育館

5 中学校 武道場

6 小学校 プール付属棟

7 中学校 プール付属棟

8 小学校 倉庫類

9 中学校 倉庫類

10 中学校 部室

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

S

35

以

前

37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 H

2

4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

（万㎡）

築20年以上 79棟（93%） 9万㎡（97%）

対象建物

85棟

9.3万㎡

（年度）

築30年以上 65棟（76%） 6.9万㎡（74%）

築30年以上

1.5万㎡(16%)

築40年以上

4.9万㎡(53%)
築20年以上

2.2万㎡(23%)

築10年以上

0.1万㎡(1%)
築10年未満

0.1万㎡(1%)

築50年以上

0.5万㎡(5%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

45棟（53%） 3.9万㎡（42%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

40棟（47%） 5.4万㎡（58%）

 

⑤ 学校施設の保有量 

◎対象施設の保有状況 

    校舎や体育館のほかプール付属棟や部室・倉庫を含めると 85 棟で約 9.3 万㎡の建物を保有し

ており、系列別にみると校舎が約 7.3 万㎡で 79％を占めていることから、校舎の長寿命化対策

が重要な課題となります。 

（その他の系列） 

・体育館・柔剣道場：約 1.7 万㎡（約 18％） 

・プール付属棟：約 0.1 万㎡（約 1％） 

・部室・倉庫類：約 0.2 万㎡（約 2％） 

 

 表 3-15 築年別整備状況表 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 3-16 築年別整備状況表中の系列分類配色表 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表中グラフの配色は下記の系分類による 
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⑥ 今後の維持・更新コスト（従来型）  
 校舎・体育館は大規模改造に併せて、概ね建築後 35 年で大規模改造を実施してきましたが、

これらを含めた対象施設を建築後 50 年で建替え（改築）を実施するという従来型の更新サイクル

を今後 40 年間続けた場合の施設整備費のほか、運営費等（光熱水費、日常的な維持管理費等）を

含めた維持・更新コストは、40 年間で 485 億円、1年当たりの平均額は 11.9 億円が必要となり、

平成 26 年度から平成 30 年度までの直近 5年間に要した施設関連経費の平均年額である 9.0 億円

に対し、約 1.3 倍もの経費が必要という結果となりました。 

 特に令和 2年度からの直近 10 年間で改築コストが増大し、40 年間の必要経費のうち約 42％に

あたる 207 億円もの経費が集中的に必要となるため、これまでとおり従来型の更新サイクルを継

続することは困難であり、また、児童生徒数の将来推計は令和 11 年時点でピーク時の約 75％程

度まで減少することから、本市の財政状況に配慮した見直しが必要であるといえます。 

 

表 3-17 今後の維持・更新コスト（従来型） 
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（２）学校施設の老朽化状況の実態 

 

① 構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 

 

調査の目的と方法 

市は、公共施設の劣化状況を把握するため、文部科学省が平成 29 年 3 月に策定した「学校

施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に基づき、構造躯体と構造躯体以外に分けて、公共施

設の劣化状況を調査しました。 

構造躯体の調査は、校舎・体育館・プール付属棟のうち鉄筋コンクリート造の建物について

行い、構造躯体からコンクリート片を採取し、コンクリートの圧縮調査と中性化深さの状態を

調査しました。また、旧耐震基準の鉄筋コンクリート造については、耐震診断報告書によりコ

ンクリート圧縮強度及び中性化深さの状態を確認しました。 

構造躯体以外の調査は、新耐震・旧耐震基準や建物構造に関係なく、全ての校舎・体育館・

プール付属棟について、「屋根・屋上」、「外壁」は技師の目視により、「内部仕上げ」、「電気設

備」及び「機械設備」は修繕・改修や点検の履歴と経過年数により評価しました。 

 

② 調査結果による判定基準   

（構造躯体の健全性）    

●コンクリート圧縮強度による判定  

    旧耐震基準の鉄筋コンクリート造については、耐震診断報告書に基づき、コンクリート圧縮

強度が 13.5Ｎ/mm2 以下のもの、及び圧縮強度が不明なものは「要調査」建物とし、試算上は「改

築」とします。  

    旧耐震基準の鉄骨造、木造等の建物については、現場調査結果を基に判断し、概ね建築後 40

年以上で腐食や劣化の著しいものは「要調査」建物とし、試算上は「改築」とします。 

    上記以外は、試算上の区分を「長寿命化」とします。 

 

●コンクリート中性化深さによる判定 

    中性化深さの測定値および中性化速度を考慮し、「建物の耐震診断システムマニュアル（鉄筋

コンクリート造）」に基づき実施し、判定は JASS5 にて規定している最小かぶり厚さ（30ｍｍ）

と測定値・基準値を比較しますが、健全性の評価としては採用せず、後の工事実施段階におい

て、評価する資料とします。 
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表 3-18 長寿命化の判定フロー 
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（構造躯体以外の劣化状況等） 

「屋根・屋上」、「外壁」は技師の目視により、「内部仕上げ」、「電気設備」及び「機械設備」

は修繕・改修や点検の履歴と経過年数を基本に A・B・C・D の 4 段階で評価しました。なお、

電気設備や機械設備がない施設については、部位の評価点が付かないため、健全度は他の施設

と比べて、低くなります。 

 

表 3-19 各評価基準表 
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表 3-18 劣化状況調査表 
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＜グラフの年表示＞

基準年度 2019 和暦

試算期間：基準年の翌年度から40年間

改築

＜改築、要調査＞ ＜長寿命＞

更新周期 50 年 85 年 工事期間 2 年

実施年数より古い建物の改築を 10 年以内に実施

長寿命化改修

＜長寿命＞

改修周期 55 年 工事期間 2 年

 実施年数より古い建物の改修を 10 年以内に実施

大規模改造

改修周期 35 年周期

（ただし、改築、長寿命化改修の前後10年間に重なる場合は実施しない）

部位修繕

D評価： 今後 5 年以内に部位修繕を実施

C評価： 今後 10 年以内に部位修繕を実施

（ただし、改築・長寿命化改修・大規模改造を今後10年以内に実施する場合を除く）

A評価： 今後 10 年以内の長寿命化改修から部位修繕相当額を差し引く

※1

※１ 試算上の区分（改築、長寿命）ごとに更新周期を設定する。

試算上の区分が未記入の場合は「改築」と同条件で算出する。

※2 躯体以外の劣化状況が未記入の場合は、部位修繕は算出されない。※2

③ 今後の維持・更新コストの把握（長寿命化型） 

第 3章 (1)-⑥における建替え中心の従来型更新サイクルの見直しとして、第 1章 （2）目的の

とおり長寿命化の対象となる施設を中心として、中長期的な予防保全の観点から改修や建替えをす

ることでコスト縮減と平準化を図ることとし、建物情報一覧表（P.20）の長寿命化判定に応じて以

下の条件で長寿命化型のコスト試算を行ったところ、40 年間で 107 億円、当初 10 年間では 13.5 億

円の削減となりました。今後は目的の更なる達成のために、それぞれの施設において効率的で的確

な施設整備を行い、長寿命化改良事業（国庫補助）を活用していく必要があります。 

 

表 3-20 試算の条件 
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表 3-21 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 学校施設整備の基本的な方針等 

 

（１）学校施設の規模・配置計画等の方針 

学校施設の規模・配置計画等の方針 

第 3章（1）-①対象施設一覧に記したとおり、小中学校 14 校のうち適正規模にない学校が 6校存在

しているものの、市内の各地域にバランス良く配置され、今後多機能化や地域コミュニティ施設とし

て活用できることから、原則として現在の配置を維持していきます。 
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（２）改修等の基本的な方針 

① 学校施設の長寿命化計画の基本方針 

(ア)既存学校教育施設の長寿命化改修 

長寿命化の判定があった施設の改築時期を、築 85 年程度となるよう、中長期的な予防保全 

の観点から長寿命化改良事業（国庫補助）を活用し、効率的で的確な改修を行います。 

 

(イ)地域における公共施設の集約化や複合化 

各地域において市民と意見交換を行い策定される公共施設の個別施設計画と、本計画との 

連携を行い集約化や複合化を行います。 

 

(ウ)既存学校教育施設の適切な維持管理 

官民連携手法の積極的な活用により、民間事業者等の資金・施設・創意工夫等を積極的 

に活用し、市の財政負担の軽減を行います。 

表 4-1 各計画の基本方針一覧 

公共施設等総合管理計

画の基本方針 

（H29.3 策定） 

目標その 1 将来更新に対する計画的な取組 

目標その 2 有効活用の視点に基づく維持管理の推進 

目標その 3 官民連携手法の積極的な活用 

【数値目標】徹底 

更新費用の不足額 258 億円（年平均 7億円）を削減します 

取組 1 長寿命化によるトータルコストの削減 

取組 2 総量（床面積）縮減による更新費用の削減 

取組 3 維持管理費用の削減・歳入の確保 

公共施設等総合管理 

計画の施設類型別方針 

【学校教育系施設】 

将来の児童・生徒数の見通しを踏まえて、学校教育系施設の総量や

配置のあり方について検討します。さらに、学校教育系施設周辺の住

民の年齢構成等を踏まえ、学校教育系施設の多機能化等、地域コミュ

ニティの施設としてのあり方について検討します。 

将来の学校教育系施設のあり方の検討を踏まえ、長寿命化・複合化・

統廃合等、施設の最適化を推進します。 

長寿命化計画の対象となる施設を中心として、中長期的な観点から

改修や更新を計画的に実施します。 

白井市公共施設の 

最適配置等検討方針 

（H31.3 策定） 

（1） 新たな公共施設は、原則として建設しない。 

（2） 公共施設の機能の見直し 

（3） 公共施設の利活用 

（4） 官民連携手法の積極的な活用 

（5） 学校教育施設の活用 
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② 目標使用年数、改修周期の設定 

 鉄筋コンクリート造の学校施設の法定耐用年数は、47 年となっているが、これは税務上原価償却費

を算定するためのものです。文部科学省が示す「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引き」によれ

ば、物理的な耐用年数はこれより長く、適切な維持管理がなされ、コンクリート及び鉄筋の強度が確

保される場合には７０～８０年程度、さらに、技術的にはそれ以上持たせるような長寿命化も可能と

されていることから、これらを考慮し、本市では目標使用年数を以下のとおり設定します。 

 

 表 4-2 改修周期の設定一覧 

 目標使用年数 大規模改修の周期 長寿命化改修の周期 

校舎    ８５年 築３５年／７０年 築５５年 

体育館    ８５年 築３５年／７０年 築５５年 

プール付属棟 

   ８５年 築３５年／７０年 築５５年 

但し、各学校の状況により判断する 

部室 

・倉庫 
長寿命化困難と判断し、築５０年程度を目途に改築とする 

 

 

 

表 4-3 長寿命化のイメージ 

 

 
 

  

竣工

大規模改修（原状回復等）

長寿命化改修（機能向上）

改築

建物の水準

建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う

35年
55年

70年
85年
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第５章 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

 

（１）改修等の整備水準 

 

本市ではこれまでも旧耐震基準で建設された校舎・体育館は、耐震改修とあわせた大規模改修工事

において、耐久性向上として屋上防水改修や外壁改修の実施、ライフライン設備更新として各種設備

の更新や直結増圧給水方式への改修を行い、さらには教育環境向上としてトイレの全面改修、エレベ

ーター設置を含むバリアフリー化を進めてまいりました。 

また、平成 31 年度には全校の普通教室へ空調設備を導入するなど、施設水準の維持・向上に努めて

きたところです。（表 5-1,2 これまでの改修状況一覧参照） 

これから大規模改修工事を行う新耐震基準で建設された校舎・体育館については、これまでと同等

水準の工事を行うことにより、原状回復に加え社会的要求水準への対応を図ります。 

また、長寿命化改修の周期を迎える施設については、長寿命化改良事業の交付要領に即した必須及

び原則実施する工事細目を行うとともに、社会的要求水準に対応するため、防犯・防災機能の向上や

市民と意見交換を行い策定される公共施設の個別施設計画と連携します。 
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改

修
項

目

改
修

目
的

改
修

の
区

分
長

寿
命

化
改

修

防 災 機 能 の 強 化

学 童 保 育 室

地 区 社 会 協 議 会

地 域 の 提 案 に 基 づ く 整 備

消 防 設 備 改 修

耐
久

性
向

上

外 装 仕 様 の グ レ ー ド ア ッ プ

学 主 内 容 ・ 学 習 形 態 の 多 様 化 へ の 対 応

地 球 環 境 問 題 へ の 対 応

ト イ レ 環 境 の 改 善

バ リ ア フ リ ー 化

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
鉄

骨
部

屋 根 防 水 改 修

ひ び 割 れ ・ 浮 き ・ 欠 損 部 の 補 修

屋 根 葺 替 え 改 修

複
合

施
設

化

教
育

環
境

向
上

そ
の

他

電
気

機
械

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

設
備

更
新

防
犯

機
能

向
上

防
災

・
防

犯
対

策

主 要 構 造 体 以 外 を 解 体 し た 全 体 改 修

電 気 設 備 改 修

機 械 設 備 改 修
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内 装 の 木 質 化

大 便 器 の 洋 式 化

出 入 口 ス ロ ー プ 設 置

多 目 的 ト イ レ 設 置

エ レ ベ ー タ ー 設 置

塗 膜 防 水 工 法

注 入 ・ 充 填 等 工 法

表 面 含 侵 工 法 （ 中 性 化 対 策 ）

金 属 屋 根 カ バ ー 工 法

放 送 設 備 の 更 新

分 電 盤 ・ 配 線 ・ 配 管 の 更 新
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排 水 管 の 更 新
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表 5-1 これまでの改修状況一覧 （小学校分） 
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ン

ク
リ

ー
ト

部
鉄

骨
部

屋 根 防 水 改 修

ひ び 割 れ ・ 浮 き ・ 欠 損 部 の 補 修

屋 根 葺 替 え 改 修

複
合

施
設

化

教
育

環
境

向
上

そ
の

他

電
気

機
械

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

設
備

更
新

防
犯

機
能

向
上

防
災

・
防

犯
対

策

主 要 構 造 体 以 外 を 解 体 し た 全 体 改 修

電 気 設 備 改 修

機 械 設 備 改 修

防 犯 機 能 の 強 化

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

余 裕 教 室 の 活 用

特 別 教 室 エ ア コ ン 整 備

I C T 環 境 の 整 備

建 物 断 熱 性 能 向 上 の 省 エ ネ 対 策

照 明 L E D 化

内 装 の 木 質 化

大 便 器 の 洋 式 化

出 入 口 ス ロ ー プ 設 置

多 目 的 ト イ レ 設 置

エ レ ベ ー タ ー 設 置

塗 膜 防 水 工 法

注 入 ・ 充 填 等 工 法

表 面 含 侵 工 法 （ 中 性 化 対 策 ）

金 属 屋 根 カ バ ー 工 法

放 送 設 備 の 更 新

分 電 盤 ・ 配 線 ・ 配 管 の 更 新

受 変 電 設 備 の 更 新

幹 線 設 備 の 更 新

給 水 管 の 更 新

排 水 管 の 更 新

受 水 槽 ・ 高 架 水 槽 の 更 新

各 種 ポ ン プ の 更 新

消 防 設 備 の 更 新

機 械 式 警 備 シ ス テ ム の 導 入

モ ニ タ ー 付 き イ ン タ ー ホ ン 設 置

防 犯 カ メ ラ 設 置

囲 障 ・ 門 扉 の 改 修

長
寿

命
化

改
良

事
業

の
交

付
要

領
よ

り
、

必
須

及
び

原
則

実
施

す
る

工
事

細
目

但
し

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

は
、

既
に

更
新

済
み

の
場

合
は

実
施

を
要

し
な

い
。

い
ず
れ

か
1
つ

以
上

◎
い

ず
れ

か
◎

改
修

細
目

備 蓄 倉 庫

防 災 井 戸

自 家 発 電 機 （ 蓄 電 池 ）

マ ン ホ ー ル ト イ レ

か ま ど ベ ン チ

表 5-2 これまでの改修状況一覧 （中学校）  
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（２） 維持管理の項目・手法等 

  

 本市では、各学校施設の維持管理を効率的・効果的に行うため「第３章②学校施設の老朽化状況の

実態」において把握した状況と、建築基準法第１２条点検等を通じて効率的な点検・評価を進めます。 

また、学校を含む公共施設の電気工作物や消防設備等は、毎月、対象施設の巡回点検を行い、点検

時の簡易修繕や劣化・修繕箇所の抽出を行う包括施設管理業務委託の導入を検討し、予算配分の最適

化を進めます。 

 

 

 

第６章 長寿命化の実施計画 

 

（１） 改修等の優先順位付けと実施計画 

 

① 改修等の優先順位付け 

「第３章②学校施設の老朽化状況の実態」における劣化順位が上位の中で、改修周期を迎える施設

を優先することとしますが、各地域において市民と共に検討し策定される公共施設の個別施設計画

と、本計画との連携することにより随時見直します。 

また、優先順位の高い施設から順次改修等を前提としますが、局所的に損傷が激しい施設の部分的

な修繕等を計画的に実施していく必要があります。 

 

② 実施計画 

  本計画における実施計画は、基本方針に基づいて、整備方式や内容及びスケジュールを決定し、

大規模改修並びに長寿命化改修及び改築を併用して整備費用のバランスをとるものとします。また、

開始時期は本市の次期白井市総合計画に併せて令和 3年（2021 年）度として、その後 10 年を 2期

に分けて計画します。 

  なお、この計画は必要に応じて随時見直すものとします。 
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校舎 体育館 柔剣道場 プール 機械室
体育倉庫
農器具庫

部室

長寿命化１型 築25年以上 約35/70年目に大規模改修
約55年目に長寿命化改修

池の上小
桜台小
七次台中
桜台中

七次台小
池の上小
桜台小
桜台中

白井中
大山口中
南山中
七次台中
桜台中

池の上小
桜台小
七次台中

長寿命化２型 築40年以上
且つ大規模改修済
且つ劣化順位５位以内

約45年目に屋根外壁・電気設備修繕
約55年目に長寿命化改修
約70年目に大規模改修

南山中

長寿命化3型 築40年以上
又は大規模改修済

約55年目に長寿命化改修
約70年目に大規模改修

上記以外
の10校

上記以外
の9校

第一小
第二小
第三小
大山口小
清水口小
七次台小
白井中

改築１型 200㎡以下の
小規模建物

約50年目に適正規模で改築 全14校 白井中
大山口中
南山中
七次台中

改築２型 200㎡以下の
小規模建物

施設の在り方について方向性が定まった
場合に改築を計画、但し築50年目以降は
原則使用禁止とする。

除却型以外
の10校

除却型 使用廃止となった施設 施設の除却を行う。 第一小
第二小
白井中
南山中

整備方式 振分条件 整備内容

施設の分類

主要施設 付属施設

表６－１ 整備方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6-2 実施計画表の見方 

 

 

 

  

         学校名・業務内容を⽰す 築年数を⽰す
54 55 56 57

白井中基本設計
６２（校舎）

白井中実施設計
６２（校舎）

白井中工事1期
６２（校舎）

白井中工事2期
６２（校舎）

53 54 55 56

白井中基本設計
８０（体育館）

白井中実施設計
８０（体育館）

白井中工事1期
８０（体育館）

白井中工事2期
８０（体育館）

         施設の系列を⽰す
       劣化順位を⽰す

設計業務を⽰す

⼯事を⽰す
（施設修繕計画に記載あり）
⼯事を⽰す
（施設修繕計画に記載なし）
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表 6-2 大規模改修～長寿命化改修 実施計画 
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表 6-3 改築 実施計画 

 

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

4
9

5
0

4
9

5
0

4
7

4
8

白
井

中
実

施
設

計
３

（
部

室
）

白
井

中
工

事
３

（
部

室
）

大
山

口
小

実
施

設
計

１
２

（
倉

庫
）

大
山

口
小

工
事

１
２

（
倉

庫
）

南
山

小
実

施
設

計
５

（
体

育
倉

庫
）

南
山

小
工

事
５

（
体

育
倉

庫
）

4
9

南
山

中
実

施
設

計
７

（
体

育
倉

庫
）

4
9

南
山

中
実

施
設

計
２

２
（

部
室

）

5
0

第
一

小
実

施
設

計
３

９
（

体
育

倉
庫

）

5
1

第
三

小
実

施
設

計
４

０
（

体
育

倉
庫

）

改
築

1
型

長
寿

命
化

計
画

第
１

期
　

（
白

井
市

第
５

次
後

期
総

合
計

画
）

長
寿

命
化

計
画

第
２

期



- 34 - 
 

  

（２）長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果～維持・更新の課題と今後の方針～ 

 

今回計画した実施計画（5年 2期）における長寿命化コストの見通しは、49.5 億円（1期目 19.6 億

円、2期目 29.9 億円）となり、年平均 4.9 億円を要することになります。本市の財政状況から財政負

担が多く、将来の施設マネジメントに問題を抱えることが予想されるため、本計画を推進していくた

め、国庫補助制度等を有効に活用するとともに基本方針の更なる推進を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 35 - 
 

第７章 長寿命化計画の継続的運用方針 

  

（1）情報基盤の整備と活用 

公共施設カルテを活用し、施設の基本情報、光熱水費をはじめとする運営経費、工事履歴や劣化

情報を集約し、管理体制を強化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）推進体制等の整備 

  

  学校施設の所管課である教育総務課において、本計画を含む学校施設のマネジメントを行ってい

くことになりますが、必要に応じて市長部局の財政部門及び営繕担当部門と全庁横断的な検討体制

を構築し、長寿命化等に係る施設整備をおこなってまいります。 

 また、日常の施設管理の質を向上するため、市長部局と共に包括施設管理業務委託による毎月の

巡回点検や各種報告書を活用して不具合箇所の早期把握と対応を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）フォローアップ 

  本計画は、学校施設の改修や建替えの優先順位を設定するもので、白井市総合計画の中で実施年

次等を精査していきます。また、事業の進捗状況、劣化状況など最新の結果を反映して本計画は見

直しを図るものとします。 

 

 



 
 

 

  



 
 

 

 

白井市 学校施設の長寿命化計画 

令和２年８月 
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